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5. 岩石溶解過程における岩石の物理的性質の影響

〔要約〕多様な岩石の溶解実験を行い，溶解量と物理的性質との関係を明らかにし．初期化学的風化及

び初期土壌生成過程における母岩からの溶解特性を得た。その結果により，岩石の溶解反応における凹

竪杢依存性が定量的に求められた。
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〔背景・ねらい〕

地球表層環境における風化変質の初期段階では，水ー 岩石相互反応による固相の溶解過程が最も重要で

ある。従来より「鉱物」の溶解過程を論じた研究例は多いが，「岩石」の溶解過程に関する研究は 少ない。

さらに，多岩型の溶解特性の比較を行った例は 希有である。また，多くの溶解実験は，粉末もしくは試料

細粒化後の状態で行われる。本研究では，多様な特性を有する，最も一般的な13岩型の溶解実験を等体積

及び等形状条件下で行い，各岩型の溶解特性と物理的性質との対応を試み，初期化学的風化及び初期土壌

生成過程における母岩からの溶解機構の解明を目的とした。

〔成果の内容• 特徴〕

表lに示した13岩型の岩石試料(3.54mm X 3.54mm X 20.00mmに切断後，#1000研磨剤により表面を平滑化）

と粉末試料(1.000g) とを出発物質とした。各岩型ごとの両試料を100mlの反応容器に入れ，蒸溜水50.0

mlに溶解させた。実験開始後，適宜，電気伝導度，化学組成等を測定した（図1)。電気伝導度の時間変

化曲線は，次式で最もよく近似された。

Ee=町[1-exp(- ,? t - b)] 

ここで，Eeは電気伝導度，Efは 実験終了時の電気伝導度， え は 係数，tは 実験開始後の経過時間， bは

定数である。各試料における』と岩石試料の間隙率との関係を図2 に示す。なお， Aと粉末試料の比表面

積との間に顕著な相関関係は 認められなかった。また岩石試料と粉末試料との反応特性の相違を同一岩型

その値の時間変化を求

(1)

で比較するため，同一経過時間における岩石試料のEeを粉末試料の Eeで割り，

めた（図3)。以上により，次の結論が得られた。

火成岩の粉末試料では，アルカリ成分の量に対応してフェルシック1. 
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鉄質）岩の方が溶解するが，岩石試料では，化学組成の相違に対応した溶解系列は 認められない。

岩石試料における初期反応では，岩石の間隙率が高いほど速やかに進行する。

岩石試料と粉末試料とでは初期溶解特性が異なるため，従来の研究のように，粉末試料のみを用いた

4. 

（珪長質）岩よりマフィック

実験の結果から，岩石の化学的風化における初期溶解過程を論じることはできない。

間隙率の高い岩型は，反応初期に岩石試料と粉末試料との溶解量の差が小さく，その後徐々に増加す

る。間隙率の低い岩型では，反応初期から岩石試料と粉末試料との溶解量の差は大きく，

り増加しない。したがって岩石試料の初期溶解過程では，間隙の影響がきわめて大きい。

（苦

その後もあま

〔成果の活用面 ・ 留意点〕

多様な岩石の溶解における特性及び物性の効果が得られたため，種々の地表環境における岩石の変質及

び土壌生成過程の理解に活用される。

〔具体的データ〕

表1 試料の物理的性質

Rock type 

石灰岩(La)
チャ ー ト(Ch)
砂岩(Sa)
積灰岩(Tf)
かんらん岩(Dn)
はんれい岩(Gb)
閃緑岩(Di)
かこう閃緑岩(Gd)
かこう岩(Gr)
玄武岩(Bs)
安山岩(An)
デイサイト(De)
流紋岩(Rh)

True Bulk Specific 
specific specific Porosity surface 
gravity gravity area 

P true P bulk n S 
(-) (-) (%) (m'/g) 

2. 78 2.69 3.3 1.6
2. 70 2.68 0. 7 1.5 
2.65 2.55 3.5 4.1 
2.43 1.80 25. 7 16.8 
3.32 3.31 0.4 1.4 
3.00 2.97 1.0 1.4 
2. 78 2.69 3.0 1.4
2.75
2.65
2.86
2.77
2.64 
2.59 

2.67 
2.61
2.78
2.50
2.42
2.41 

2.9 
1.7
2.9 
9.7 
8.4 
7.2 

1.3
0.8 
3.2 
2.0 
2.8
4.2

0.01』

0.012 
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入と間隙率との関係（岩石試料）
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溶解実験における電気伝導度の変化（岩石試料）
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岩石試料におけるEeと粉末試料におけるEeとの比
の時間変化

〔その他〕

研究課題名：岩石の変質・破壊過程 ー 岩石・鉱物・土壌の特性変化の解明 一
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